
内　容

　乗鞍岳の豊かで貴重な自然環境を保全し続けながらも、人との共生による持続可能な地域を実現させるた
めには、乗鞍岳を学び魅力を知ることが重要です。
　高山市の将来を担う若者たちが、故郷を離れても「私たち共有のシンボルであり、心のよりどころである乗
鞍岳」に誇りを持ち自信を持って語ることができるよう、また乗鞍岳を訪れる多くの皆様にその魅力を安全に
満喫していただけるよう、このフォーラムを開催します。

第11回  乗鞍フォーラム第11回  乗鞍フォーラム
乗鞍スカイラインの持続可能な利用を考える～自転車利用のあり方～

主催：乗鞍自動車利用適正化協議会
後援：岐阜県・岐阜県中部山岳国立公園活性化推進協議会・岐阜県自転車競技連盟・高山市

●お問い合わせ先
　乗鞍自動車利用適正化協議会  事務局  高山市丹生川支所地域振興課  TEL：0577-78-1111

日　時 令和4年9月3日土 午後6時30分～8時30分（開場午後6時）
会　場 高山市丹生川支所  2階  防災集会室（高山市丹生川町坊方2000）

参加費 無料（事前申込不要）

【講　演】
 国内外の自転車利用のあり方

 　金籠　史彦 氏（国土交通省道路局参事官・自転車活用推進本部事務局次長）

【パネルディスカッション】
 •テーマ　「自転車利用のあり方」
 •コーディネーター 三井　　栄 氏 （岐阜大学教授）
 •パネリスト 金籠　史彦 氏 （サイクリスト）
  大森　清孝 氏 （高山市環境審議会委員）
  中村　　勝 氏 （濃飛乗合自動車㈱取締役）
  佐々木　美由紀 氏 （㈱美ら地球ツアーガイド）

かね こ ふみ ひこ


